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浜松市青少年育成センターだより

令和４年度 

初夏号（vol.1）

～いしずえ～

～サステナブルな地域社会の担い手となる子供や若者のために～ 

浜松市こども家庭部長 吉積 慶太 

青少年育成指導員の方々をはじめ関係者の皆様には、「地域の子供は地域で見守り、育てる」を

合言葉に、それぞれの地域の特徴を生かした活動等を通じて、地域の子供・若者の健やかな成長を

支援していただき、心から感謝申し上げます。 

さて、今年のゴールデンウィークは、3 年ぶりに新型コロナウイルス感染症対策の緊急事態宣言

が出ていない中、全国の行楽地や主要駅では観光客や帰省客で賑わう光景が見られました。 

浜松市でも、一大イベント「浜松まつり」が 3年振りに有観客で開催されました。晴天に恵まれ

た凧揚げ会場では、大勢の方が青空に舞い上がる凧を見つめ、御殿屋台の引き回しでは、お囃子が

演奏される中、屋台の灯りが街中に綺麗に浮かび上がりました。 

今後も感染防止対策と社会経済活動を両立する中で、活気ある浜松の姿を多くの場面で見ること

ができるよう願っています。 

本市では毎年度の環境変化を踏まえた戦略計画を策定しています。戦略計画 2022 の基本方針は

「サステナブル（持続可能）な地域社会の創造」です。この方針には基本目標の一つに『子育て世

代を全力で応援するまち』が掲げられており、結婚・妊娠・出産・子育てに関する施策を総合的に

推進し、次代の浜松を担う子供たちを安心して産み、育てられる街を目指しています。 

主な施策ですが、少子化対策として、結婚を望む男女への出会いの場の提供や結婚相談に取り組

むとともに、新生活開始のための費用を支援し、合計特殊出生率の向上につなげます。 

また、保育所等の待機児童ゼロを維持するため、施設整備による定員の増や人材確保に引き続き

取り組むほか、オンラインで対応する保育相談センターの設置、保育チャットボットを導入した入

所手続きなど、デジタル技術を活用した保育に関する相談体制を整備します。 

このほか、子どもの貧困対策のため、新たに創設した「浜松市子どもの未来応援基金」により、

子ども食堂や学習支援など子どもの居場所づくりの活動を支援するとともに、ヤングケアラーに関

する研修を実施するなど、子育て世帯への支援体制を強化します。 

さらに、子ども医療費助成制度について、入院に伴う費用の無料化などにより保護者の経済的負

担を軽減し、安心して子どもを産み・育てられる環境づくりを推進します。  

青少年育成センターの取り組みでは、不安や悩みなどを抱えながらも、電話相談等に踏み切れな

い若者とその家族を支援するため、若者が日常的に利用しているＳＮＳを活用した若者相談支援事

業の拡充等による相談体制の充実と、支援機関同士の連携強化を図ります。 

人口減少やグローバル化の進展、経済格差の拡大、さらには新型コロナウイルス感染症の影響や

デジタル社会の急速な進展などにより、社会の価値観や生活様式が大きく変化していますが、この

変化を恐れずに課題に柔軟かつ迅速に対応することが必要です。 

また、子供や若者が自分の良さや可能性を認識するとともに、豊かな人生 

を切り拓き、自身の資質・能力を育成することが一層強く求められています。 

今後も、浜松の子供や若者が社会の変化に対応し、持続可能な地域社会の 

担い手として成長していくことができるよう、家庭や地域と思いを共有して 

施策を推進してまいりますので、温かいご支援を賜りますよう心からお願い 

申し上げます。
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＜補導・環境浄化事業＞ 

（１） 補導実施回数 【上段：回数、下段：人数】 

（２） センター職員の報告や感想                

街頭補導活動報告 ～ 令和３年４月から令和４年３月まで ～ 

街頭補導活動は、浜松駅周辺と市内 48 中学校区で巡回活動を行

い、青少年への声掛けを通して、非行の未然防止や早期発見、早期

対応を行う青少年の健全育成を目的としています。 

令和３年度は、225人の育成指導員で１１０回（前年比４４回減）

の街頭補導活動を行い、延２２１人（前年比２２１人減）の御協力

をいただきました。まことにありがとうございました。 

今後も御協力、よろしくお願いいたします。 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴いセンター職員で浜松駅

周辺のみ行いました。 

区分 年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

R3 10 10 13 11 10 10 11 10 10 5 0 3 103

R2 9 10 14 8 5 10 13 12 11 10 11 11 124

R3 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 4

R2 1 4 0 16 4 3 0 0 0 0 0 0 28

R3 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 3

R2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2

R3 10 10 13 12 11 11 12 11 11 5 0 4 110

R2 10 14 14 24 9 13 14 12 11 10 11 12 154

R3 20 20 26 22 20 20 22 20 15 7 0 6 198

R2 18 19 28 117 10 20 26 24 22 19 21 19 343

R3 0 0 0 2 2 2 0 2 0 0 0 0 8

R2 2 11 0 56 11 7 0 0 0 0 0 0 87

R3 0 0 0 0 0 0 2 0 9 0 0 4 15

R2 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 6 12

R3 20 20 26 24 22 22 24 22 24 7 0 10 221

R2 20 30 28 173 21 27 32 24 22 19 21 25 442

実
施
回
数

参
加
者
数

浜松駅
周辺補導

地区補導

祭典等
特別補導

合計

浜松駅
周辺補導

地区補導

祭典等
特別補導

合計

・有楽街のカラオケ店では、コロナ禍ではあるが週末は中高生を中心に満席状態が続い

ていると従業員から話を得た。【４月浜松駅周辺】 

・コロナウイルス感染拡大防止対策により、人通りは少なく、駅周辺及び繁華街は閑散 

 としている。【５月浜松駅周辺】 

・繁華街にある居酒屋等には、コロナ禍とはいえ週末の金曜日は若者のグループがいつ

もと変わらずに飲食を楽しんでいる姿が見受けられた。【７月浜松駅周辺】 

・市郊外にある大型店舗のゲームセンターでは、緊急事態宣言が発令され、暫くの間は

利用者は少なかったが、宣言が延長され、中学生や高校生の利用も多くなり、午後６

時以降については、店側で中学生に対し利用できない旨の声掛けをしているとのこと

であった。【９月地区補導】 
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（３） 街頭補導にみる青少年の実態              単位：人 （ ）は女子内数

１ 概 況 

実施時期 夏 季 冬 季 

実施日（基準日） 令和３年７月 21 日（水） 令和３年 12月 23 日（木） 

参加対象  市内小中学校 

実施時間  各校区で時間を設定 

実施場所  市内中学校区 

参加者総人数  1174 人 

内 

訳 

青少年育成指導員  0 人 

学校職員  653 人 

保護者PTA  386 人 

健全育成会  77 人 

警察官  7 人 

自治会  37 人 

ほか  14 人 

巡回場所  941 箇所 

声掛け数（補導の結果）  520 人 

令和３年度 県内一斉少年補導のまとめ

中
止

番 　　　　　　　　　　　　　　　　学職別

号 　　具体的態様

1 飲　　酒
酒類を飲用している。また、飲用する
ために所持している。

0 (0)

2 喫　　煙
喫煙している。またはそのためにタバ
コや喫煙具を所持している。

0 (0)

3
自転車
　　二人乗り

自転車で二人乗りをしている。 2 (1) 2 (1)

4
その他自転車の違反

行為
自転車に乗りながら携帯電話・音楽機
器等を操作している。

0 (0)

5 その他の行為
深夜に徘徊したりたむろしたりしてい
る。

0 (0)

0 (0) 0 (0) 2 (1) 0 (0) 0 (0) 2 (1)

6 カラオケ店
カラオケ店内で声を掛けた。
(例－遅くまで遊んでいないように。）

0 (0)

7 ゲームセンター
ゲームセンター店内で声を掛けた。
(例－お金を遣いすぎないように。）

10 (5) 9 (5) 19 (10)

8 アクト：ショパンの丘
ショパンの丘周辺で声を掛けた。
（例－暗くならないうちに帰りなさい。）

17 (14) 1 (1) 18 (15)

9 路　　　上
路上で見かけた気になる行為や善行
に対して一声掛けた。

5 31 (14) 109 (54) 7 (2) 152 (70)

10 その他の場所で その他の場所で一声掛けた。 2 7 (7) 97 (79) 2 (1) 108 (87)

17 (5) 47 (26) 223 (147) 3 (2) 7 (2) 297 (182)

17 (5) 47 (26) 225 (148) 3 (2) 7 (2) 299 (183)

　　　小　　　　計

　　　合　　　　計

声
掛
け

不
良
行
為
注
意
･
指
導

　　　小　　　　計

小学生 中学生 高校生 他の学生
学生外

（無職・有職） 合　計行　　　　為
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＜青少年健全育成事業＞ 

浜松市内 48 中学校区ごとに青少年健全育成会が結成され、「地域の子供は、地域で見守

り育てる」を合言葉に様々な活動に取り組んでいます。青少年育成センターでは、各地域

に健全育成事業を委託し、活動を支援しています。また、各地域の代表者で組織する「浜

松市青少年健全育成会連絡協議会」の事務局として、地域の代表者が相互に連携を深め、

地域のよりよい実践へとつながるよう研修会等の企画を行っています。 

☆重点活動 「地域の子供は、地域で見守り育てる」活動の推進 

           青少年の非行・被害防止の啓発 

青 少 年 健 全 育 成 事 業 紹 介

「ひとりひとりにいい声掛けデー」 

内 容：地域の大人が一つになって青少年

に声を掛け、不審者が入り込めな

い雰囲気づくり、いじめを見逃さ

ない地域づくりを目指します。

基準日：令和４年１１月１１日（金）

    ※駅構内で啓発キャンペーン

     を行います。

「健全育成啓発ちらしの作成・配付」 

内 容：青少年を取り巻く問題の現状につ

いて理解を深め、地域や保護者の

役割について考えるきっかけとな

ることを目指します。

配布時期：１１月ごろ

     ※内閣府が定める「子供・若者

育成支援強調月間」に合わせ

て配付。

はままつネットルールじゃ！ 

「浜松市青少年健全育成会 

連絡協議会研修会」 

内 容：青少年の健全育成に 

関する講話の実施、各地域 

青少年育成会長同士による情報

交換等を通し、より活発な取組

を目指します。 

 場 所：浜松市教育会館 

        「講演会の実施・ 

            講師の紹介」 

内 容：講演会を通して青少年

を取り巻く問題の把

握、対策などを周知す

ることを目指します。 

講 師：青少年育成センター職員 他 

時 期：随時 

「地域の子供は、 

地域で見守り育てる」
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不審者等から子どもを守るための緊急時の避難場所となる「こども１１０番の家」の登

録に御賛同いただいた家庭や事業所には、下記のステッカーを掲示していただいています。

このステッカーは、避難場所を示すだけでなく、犯罪防止にもつながります。

  本運動は、平成 12 年 11 月から始まり、今年度

で 22 年目になりました。本市の現在の声掛け運

動協力者累計は、96,759 人になり、県内初の大

台 100,000 人突破を目指し、さらに拡大を図って

いきますので、賛同される方の御紹介及び積極的

な申し込みをよろしくお願いいたします。 

＜声掛け実行賞＞ 

地域の青少年声掛け運動 

「こども１１０番の家」をご存じですか？ 

☆「こども１１０番の家」とは…
不審者に遭遇するなど危険を感じた子供たち

がすぐに逃げ込むことができる緊急避難場所の
ことです。

◆ 実行章の申し込みは、浜松市青少年育成センターのホームページから申し込み

用紙をダウンロードして御利用ください。 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/ikusei/top.html 



＜若者支援事業＞
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「わかば」では、電話相談に踏み切れないでいる若者のため、ＳＮＳを活用した若者相

談支援事業を実施しています。 

令和 3年度実施結果 

【相談期間】第 1期 令和 3年 8月 23 日（月）～9月 30 日（木） 

第 2期 令和 4年 2月 1 日（火）～3月 25 日（金）※日・祝除く

【相談時間】平日、土曜 午後 6時～午後 10 時 

【受付アプリ】LINE（わかものライン相談＠浜松市）  

【相談実績】                      

若者相談支援窓口「わかば」では、15 歳から 39 歳までの若者とその家族の悩みについて、相談

内容にふさわしい情報の提供や支援機関の案内をしています。 

＜令和３年度 相談内容別受付状況＞ 

総数 学校関係 仕事関係 家庭関係 健康関係 対人関係 犯罪・犯罪被害 人権関係 その他

件数 157 41 10 48 24 11 3 1 19

割合 100% 26.1% 6.4% 30.6% 15.3% 7.0% 1.9% 0.6% 12.1%

相談受付日数 75 日間  

 友だち登録 2,003 人  

 相談件数 1,127 件  

 相談者数 238 人  

SNS を活用した若者相談支援事業 

令和４年度も夏頃からの相談受付開始を予定しています。

ご利用の際は、左記 QR コードから友だち登録をお願いします。 

※以下の企業様に、本事業の広報にご協力いただいています。 

㈱遠鉄ストア様、㈱杏林堂薬局様、日本マクドナルド㈱様 

若者相談支援窓口「わかば」 

１０代
３６%

２０代
２７%

３０代
１９%

その他
5%

未回答
13%

 相談者の年代別割合  
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 子供・若者の相談窓口や支援機関を掲載した『子供・若者支援機関ガイド 

はままつホッとナビ』を作成、配布しています。「悩みがあっても、どこに行 

けばいいか分からない」という方に役立てていただけるよう、浜松市内にある 

計１９の窓口や機関の連絡先、受け付ける相談の内容や営業時間を一覧にしま 

した。ぜひご活用ください。 

インターネットでも閲覧、ダウンロードが可能です。 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/ikusei/hot_navi.html 

子供・若者支援機関ガイド はままつホッとナビ 

浜松市青少年育成センター

〒430-0929  

浜松市中区中央一丁目２－１ ｲｰｽﾃｰｼﾞ浜松ｵﾌｨｽ棟７階 

電話(053)457-2418   

F a x(053)454-3708


